
日本家族看護学会 第 20 回学術集会 

研究促進委員会・編集委員会共催企画 『事例研究を投稿しよう』 

アアンンケケーートト  集集計計結結果果 
 

開催日時：9 月 1 日 10:00-12:00 
参加人数：64 名（講師含まず） 
アンケート回収数：35 名(アンケートは資料として添付) 
 
１．職種       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．所属 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．セミナーについての評価 

 



 
自由記載より 

自由記載から   

論文投稿への意欲 10 

 投稿したいと思った 8 

 臨床の人が論文投稿するにはサポートが必要 1 

 少し敷居がさがった 1 

 

  今回のセミナーの構成について 18 

 グループワークが良かった 5 

 事例研究の進め方がわかって良かった 4 

 論文化するという目標がわかりやすかった 3 

 セミナーの構成がプロセスを踏んでいてわかりやすかった 3 

 資料が多いので事前学習が必要かも 1 

 質疑応答で疑問が解消できた 1 

 資料を読む時間がもっと長いとよかった 1 

   
感想など   14 

 事例研究をしていきたい 3 

 この事例についての「事例検討」をしようとしてしまった。 3 

 事例提供者の発言(感想など)が良かった 3 

 看護行為の言語化が大切 1 

 自分の教え方の癖に気づけた（教員） 1 

 事例研究には振り返りが重要とわかった 1 

 面白い企画だった 1 

 事例のまとめ方から示唆を得た 1 

   
御礼   8 

   
今後のセミナーへの希望 16 

 同じテーマで継続希望 5 

 結果の書き方 4 

 家族看護に事例研究が必要 1 

 もう少し長時間で行う講習がよい 1 

 結果の図表化の仕方 1 

 複数事例をまとめて欲しい 1 

 家族への研究許可の取り方 1 

 グループで行う研究の進め方 1 

 質的研究のカテゴリーの分類方法 1 

      

 

まとめ：研究促進委員 池田真理 



資料 

日本家族看護学会 第 20 回学術集会 

研究促進委員会・編集委員会共催企画 『事例研究を投稿しよう』 

アアンンケケーートトごご協協力力ののおお願願いい 
 

 本日は、ご参加いただきありがとうございます。 
今後の参考にさせていただきますので、アンケートへのご協力をお願いいたします。 
 

問1 今回の企画全体に対する印象はいかがでしたか。以下の選択肢の中で、もっとも当てはまるものを

選び、○をつけてください。 
 
 
 
問2 今回の企画の内容は関心のあるものでしたか。以下の選択肢の中で、もっとも当てはまるものを選

び、○をつけてください。 
 
 
 
問3 今回の企画の内容はわかりやすいものでしたか。以下の選択肢の中で、もっとも当てはまるものを

選び、○をつけてください。 
 
 

 
問4 今回、参加されて、今後それぞれのお仕事の場で、事例研究を投稿したいと思われましたか。また、

今後の研究促進委員会の企画で、希望されるテーマや内容がございましたら、ご自由にご記入下さ

い。 
 
 
 
 

 
 

お名前 E

ふりがな

A（任意）  

職種 
（○をお付け下さい） 

看護師 ・ 保健師 ・ 助産師 ・ 臨床心理士 ・ PSW ・ MSW 
その他（                          ） 

ご所属 
病院 ・ 診療所 ・ 訪問看護ステーション 
保健機関・教育機関 
その他（          ） 

＊ご提供いただきました情報は、企画評価のために総合的な集計以外には使用いたしません。 
 

ご記入ありがとうございました。 

とても 
良かった 

とても 
悪かった 良かった 普通 悪かった 

とても 
関心があった 

まったく 
関心がなかった 関心があった 

 

どちらで

もない 関心がなかった 

とても 
分かり易かった 

とても 
分かりにくかった 分かり易かった 

 
普通 分かりにくかった 


